
北門利英教授がインド洋まぐろ類委員会(IOTC)科学委員会議長に選出 

 

 

 2019年末に実施された IOTC科学委員会議長選挙の結果、

本学海洋生物資源学部門の北門利英教授が次期議長に就任

することとなりました。任期は 2021年 12月の科学委員会

までです。キハダ、メバチ、そしてビンナガなどインド洋

海域における主要魚種の資源状態が悪化傾向のなか、同委

員会において資源評価と管理に関する科学的議論の舵取り

を担うこととなります。 

 北門教授はこれまでにも水産資源に関係した国際会議で

重責を担い、国際捕鯨員会(IWC)科学委員会では 2012年か

ら 3年間議長を、また現在も同委員会において生態系モデリング作業部会の議長を務めて

いる他、北太平洋漁業条約(NPFC)サンマ科学小委員会の議長も現在継続中です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

インド洋マグロ類委員会 HPより 

http://free-line-design.com/?p=212

